
 

 

学校感染症 

 

学校において予防すべき感染症（学校保健安全法）について 

《 学校感染症について 》 

 学校は、集団で生活する場所であるため、感染症の流行しやすい環境です。そのために、

学校保健安全法により学校などにおいて感染症の流行を防いでいます。 

 この学校保健安全法などに定められている学校において予防すべき感染症のことを学校

感染症と言います。 

《 なぜ休まなくてはいけないの？ 》 

学校では、感染症が発生した場合には、教育活動上大きな影響を及ぼすことになります。 

出席停止という予防措置をとることにより、病気のさらなる拡大を防ぎます。 

《 出席停止とは 》 

 学校保健安全法第１９条には、『校長は、感染症にかかっており、かかっている疑いがあ

り、又はかかるおそれのある児童、生徒があるときは、政令で定めるところにより、出席を

停止させることができる』と、規定されています。出席停止の措置をとる場合は学校医やそ

の他の医師の意見を聞いて指示をします。 

 出席停止とは児童生徒などの個人に対して行われる措置です。 

《 臨時休業とは 》 

 学校保健安全法第２０条では、『学校の設置者は、感染症の予防上必要があるときは、

臨時に、学校の全部又は一部の休業を行うことができる』と、規定しています。臨時休業

とは、いわゆる学校閉鎖、学年閉鎖、学級閉鎖のことです。 

 登校している多数の児童生徒に、学校が感染場所になって病気をさらに拡大させないた

めに行うものです。 

 

 

 

 

 

 



 

《 学校感染症の種類と出席停止期間の基準など 》 学校 HPにも掲載しております。 

 

 

 


